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これからお話しすること

1. 電子ブックの概要
• 契約タイトル数、利用件数、資料費

2. 電子ブックの選定
• トライアルを利用した選定

3. 電子ブックの利用促進
• Twitterの利用
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契約タイトル数 2016年度末

和書： 2,584点

洋書： 47,487点

合計： 50,071点
2017/12/15 3

約５％

約9５％



契約タイトル数の推移
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７年間で約２倍に



プラットフォーム別契約タイトル数の割合
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契約タイトル数：50,071点
2016年度末現在
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数学、コンピュータ
分野が多い



利用件数の推移
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毎年５０％以上増加



プラットフォーム別利用件数の割合 2016年
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SpringerLINK
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電子ブックの概要 まとめ
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契約タイトル数は洋書が多い

• 全体の90%以上

利用件数は毎年増加

• 10%以上増加 ・利用者に認知されつつある

資料費の電子ブックの割合は低い

• 図書は冊子体が中心



予算

買切製品の購入が中心

電子ブックの経常予算は無い

予算の残があれば購入 年度末の購入が多い
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電子ブックの選定方法

2017/12/15 11

教員選定 部局経費、個人研究費等

学生選定 購入リクエスト

職員選定 トライアルを利用



選定のためのトライアル実施状況
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• ２０１５年度（６ヶ月間）

• ２０１７年度（６ヶ月間）（実施中）

• ２０１５年度（３ヶ月間）

• ２０１６年度（２ヶ月間）

• ２０１７年度（４ヶ月間）（実施中）

• ２０１７年度（７ヶ月間）



トライアル中のOPAC表示例
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アクセス注記



月別利用件数（Wiley）
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月別利用件数（EBSCO）
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月別利用件数（Maruzen eBook Library）
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選定基準
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利用件数 総利用件数、月別利用件数

冊子体の貸出実績

アクセス拒否数



選定基準別の利用調査：EBSCO（洋書）
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選定基準 選定
タイトル数

利用
タイトル数

利用
件数

平均
利用件数

複数月で利用 12 6 44 3.7
前年貸出回数
3回以上 6 2 10 1.7 

総利用件数上位 7 2 7 1.0

トライアルで選定したタイトルの翌年度の利用統計



選定基準別の利用調査：MeL（和書）
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トライアルで選定したタイトルの翌年度(4-10月)の利用統計

選定基準 選定
タイトル数

利用
タイトル数

利用
件数

平均
利用件数

複数月で利用 46 44 287 6.2
前年貸出回数
3回以上 31 28 167 5.4 
総利用件数上位 3 3 17 5.7 



トライアル翌年度の利用状況の比較（Wiley）
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0回 3.7%

1回以上

96.3%

トライアルを利用して選定

0回

61.8%

1回以上

38.2%

トライアル以外で選定



トライアル翌年度の平均利用件数の比較
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トライアルを利用した電子ブックの選定 まとめ
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• できるだけ長期間

• 短いと選定しにくい
トライアル期間

• 利用件数（複数月で利用）
＞貸出回数

選定基準

• トライアルで選定したタイ
トルの利用が多い

利用状況



電子ブックの利用促進例
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図書館ウェブサイトのニュース
図書館ウェブサイトのデータベース紹介ページ
九大コレクション(OPAC)
世界の文献（ディスカバリーサービス）
きゅうとLinQ（リンクリゾルバ）
きゅうとE-Journals(A to Z list)
 Cute.Guides(Lib Guides)
 Twitter
メーリングリスト
ポスター、チラシ
 etc.

Twitter



九州大学附属図書館 Twitter公式アカウント
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2011年5月から運用

ツイート数：3,082回

フォロワー数：2,678人
2017年11月末現在



Twitterを利用した電子ブックの紹介
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2016年6月から、できるだけ毎日

2015年7月から開始（週一回）



Twitterにて紹介する電子ブックの選び方
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タイムリーな
電子ブック

最近購入した
電子ブック

OPACの閲覧数が
少ない

同じ出版社が
続かないように



紹介タイトル数 2016年6月～2017年7月
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• 238点合計

•和書：188点 洋書：50点和洋

• Maruzen eBook Library: 164点

• EBSCO: 60点

• その他：14点

プラット
フォーム



Twitterの紹介例
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→OPACへリンク



OPAC画面例
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本文を見る



電子ブックのプラットフォーム画面例
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電子ブックのプラットフォーム

OPAC

Twitter

Twitterからの電子ブック閲覧
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リツイート数といいね数 2016年6月～2017年7月
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• 219回（1タイトル平均0.92回）

リツイート数

• 245回（1タイトル平均1.03回）

いいね数



Bestリツイート 『「源氏物語」の色辞典』
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調査期間：2016年6月～2017年7月



リツイート数 ベスト５ 2016年6月～2017年7月
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順位タイトル RT数

1 「源氏物語」の色辞典 7

2 冬虫夏草の謎 5

2 大学生のための論文・レポートの論理
的な書き方 5

2 大学1年生からの研究の始めかた 5

2 ポイントで学ぶ科学英語論文の書き方 5



Bestいいね 『史書を読む』
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調査期間：2016年6月～2017年7月



いいね数 ベスト５ 2016年6月～2017年7月
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順位 タイトル いいね数

1 史書を読む 7

2 「源氏物語」の色辞典 6

2 大学生のための論文・レポートの論理
的な書き方 6

2 大学1年生からの研究の始めかた 6

2 ポイントで学ぶ科学英語論文の書き方 6



Twitter掲載前後の平均閲覧回数(OPAC)
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掲載後：55.4回

掲載前：11.1回



Twitter掲載前後の平均利用件数
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Twitterによる利用促進の長所・短所

長所

• 一度にたくさんの利用者
に伝えることができる

• RT数, いいね数が担当職
員の励みになる

• 職員が電子ブックの状況
を把握できる

短所

• 文字数が限られている
（140文字）

• 一時的に利用が増える
が、しばらくすると元に
戻る

2017/12/15 39



結論と今後の課題
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• 選定基準の策定

• DDA等の新たなモデルの検討

トライアルを利用
しての選定は有効

• 他の利用促進方法の調査及び
実施

Twitterによる利用促進
は、一時的に効果有
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